
令和４年度畜産技術講習会 開催案内 

養鶏専門コース 

 

１．講習期間：令和４年１０月１３日（木）～１０月１４日（金） ２日間 

２．開催場所：各所ＴＶ会議室（ｗｅｂ会議可能な場所） 

３．日  程：日程表のとおり（別紙１） 

４．内  容：系統養鶏事業の推進に必要な配合飼料・飼養管理に関する実践的な知識・技術を

紹介します。養鶏飼料推進担当者のうち、２年以上の経験者むけの講座です。 

５．受講対象：ＪＡ、県連、県ＪＡ、系統出資会社、全農の飼料畜産推進担当者 

６．受講資格：経験２年以上の養鶏飼料推進担当者 

７．募集人員：５～５０名 

８．受講申込：全農が提供する畜産総合情報サイト「ＪＡＣＣネット」よりお申込みください。 

       ＪＡＣＣネット：https://jaccnet.zennoh.or.jp/ 

 

 

９．申込期限：令和４年９月３０日（金）但し、定員になり次第締め切ります。 

１０．受 講 料：２４，２００円（消費税含む）  

※講習会終了後、請求書を郵送いたします。全農都府県本部は不課税金額を本所

畜産生産部より付替えますので、ＪＡＣＣネットでの申込みに加えて「付替コ

ード連絡票」（別紙２）を提出してください。 

１１．その他 

(1)申込完了後、申込時に入力されたメールアドレス（本人および所属長または研修担当者）

に申込完了メールが届きます。届かない場合は申込が完了していない可能性がありますの

で、以下の問合せ先までご連絡ください。なお、申込内容の不備や定員超過により受講い

ただけない場合は、申込完了メール送信後（講習会の１週間前まで）にご連絡させていた

だきます。 

(2)申込完了後に申込内容の変更やキャンセルがある場合は、以下の問合せ先までご連絡くだ

さい。 

(3)開催の約１週間前に、受講者へメールでｗｅｂ会議システムへの接続方法をご連絡します。

メールが届かない場合は、以下の問合せ先までご連絡ください。 

(4)ｗｅｂ会議システムは、Ｃｉｓｃｏ Ｗｅｂｅｘを使用する予定です。必要な端末、通信環

境は以下のとおりです。 

ア．パソコンの場合 

インターネットに接続された、インストール権限のあるパソコンをご用意ください。必

要な通信速度の目安は下り（受信）2.5Mbps、上り（送信）3.0Mbps です。 

イ．タブレット端末の場合 

インターネットに接続されたタブレット端末をご用意ください。データ通信量を消費し

ますので、Ｗｉ-Ｆｉ経由での接続をおすすめします。 

(5)配布資料はインターネットからダウンロードの上、各自で印刷をお願いします。ダウンロ

ード方法は別途受講者へご連絡します。 

(6)講習会開始の１５分前までに、ｗｅｂ会議システムへの接続をお願いします。 



１２．問合せ先 

全農 畜産生産部 推進・商品開発課 研修担当 

ＴＥＬ：０３－６２７１－８２３６ 

以上 



令和4年度　畜産技術講習会

養鶏専門コース　カリキュラム案
■日時： 10月13日(木)13:10　～　10月14日(金)15:40

■場所：各所TV会議室、ＪＡビル　32F会議室

■講師：外部・内部講師 （敬称略）

月　日 時　間 内　容 講　師

10月13日 畜産生産部　推進・商品開発課

木曜日

3209 公益社団法人 畜産技術協会

会議室 事務局長　八木　淳公

東西産業貿易㈱ 機械事業部 商品部

部長　長島　貴啓

㈱島津テクノリサーチ 試験解析事業部

グループ長　高野　岳

アンケート入力

10月14日 全農チキンフーズ㈱ 本社生産部

金曜日 谷東　修

3207 ホクレンくみあい飼料㈱ 本社

会議室 池田　謙太郎

ＪＡ東日本くみあい飼料㈱ 本社営業部

田口　稜

飼料畜産中央研究所　養鶏研究室

小松　稜弥、小林　隼人

12:00-13:00 昼食

家畜衛生研究所　研究開発室

中西　誠

鳥取大学 農学部 付属鶏由来人獣共通感染症疫学センター

教授　山口　剛士

ＪＡ全農たまご株式会社

アンケート入力

※都合により一部変更することがあります。

13:55-14:45
野生動物の鶏舎侵入状況と鳥インフル
エンザウイルス伝播の可能性について

15:00-15:40 鶏卵販売情勢について

-12:00
③大規模養鶏農場の直営化とその後の
運営

11:00-12:00 最新の技術知見について

13:00-13:40
最近の鶏病同行と昨シーズンのHPAI発
生状況から言えること

16:30-17:30 畜産物の香気成分の解析と活用

09:30-
関連会社での取り組み事例紹介
①多段式ケージの運用状況・飼養上の
留意点

11:00-12:00 ②農場の収益改善に向けた取り組み

13:00-13:10 オリエンテーション

13:10-14:30 アニマルウェルフェアに関する動向

14:45-16:15
最先端の養鶏システムの紹介、福祉
ケージの世界的な動向等



全農 畜産生産部 推進・商品開発課 研修担当宛              （別紙２） 

FAX：03-5218-2526                                             

E-mail：zz_zk_chikusan_kensyu@zennoh.or.jp 

 

 

畜産技術講習会の受講料処理科目について 

（付替コード連絡票） 

     

上記の件について付け替え処理しますので、付替コードをお知らせ下さい。 

 

１．付替コード 

  講座名 ：  

  開催月日：令和  年  月  日（ ）～  日（ ） 

  

 

 

受講生 

（氏名） 

 

 

 

所属 

（都・府・県本部名から） 

 

 

ＢＳｺ-ﾄﾞ 

（都・府・県本部コード） 

 

 

 

機構ｺ-ﾄﾞ 

（課などのコード） 

 

 

 

勘定科目 

通常は【542-542-01（技術指導研修費）】となります。 

上記以外の場合はご記入ください。 

     －     －     

 

 

ユニット 

（部などのコード） 

 

 

区分 

（研修など目的のｺｰﾄﾞ 無の場合は 000） 

 

 

摘要 

 

                                 

２．経理処理ご担当者およびご連絡先 

（１）ご担当者（氏名）： 

（２）メール： 

（３）ＴＥＬ： 

（４）ＦＡＸ： 

 

mailto:zz_zk_chikusan_kensyu@zennoh.or.jp

